
島
根
。
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
松
江
市
西
川
津
町
大
字
橋
本
字
竪
町
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
ｉ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一二
宅
博
士

・
柳
浦
俊

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
泣退
物
包
合
層

。
自
然
河
道

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡
は
松
江
市
街
地
の
東
北
部
に
位
置
す
る
。
北
山
山
系
か
ら

流
れ
を
発
し
て
い
る
朝
酌
川
が
宍
道
湖
と
中
逸
を
結
ぶ
大
橋
川
に
流
入
す
る

一

帯
に
沿

っ
て
遺
跡
が
あ
り
、
そ

の
範
囲
は
南
北
約
三
Ｏ
Ｏ

ｍ
、

東
西
約
五
〇

ｍ
で
あ
る
。
遺
跡

地
の
地
形
は
島
根
県
内
で
は
比

較
的
ま
と
ま

っ
た
面
積
を
も
つ

標
高
約

一
ｍ
の
沖
積
平
野
で
あ

る
が
、
享
保
年
間
に
新
田
開
発

の
記
録
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、

完
全
に
陸
化
し
た
の
は
あ
ま
り

古
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
朝
酌
川
の
河
川
改
修
に
伴
い
一
九
七
七
年

。
一
九
八
四
年

。
一

九
八
五
年

・
一
九
八
七
年

。
一
九
八
八
年

。
一
九
九
〇
年

。
一
九
九

一
年
に
行

な
わ
れ
た
。
調
査
で
は
弥
生
土
器
を
中
心
に
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
半
に

か
け
て
の
上
器

・
木
製
品

・
石
器
な
ど
の
遺
物
の
ほ
か
、
戊
化
米

・
獣
骨
な
ど

の
自
然
遺
物
が
大
量
に
出
上
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
主
に
標
高
Ｏ
ｍ
か
ら

マ
イ
ナ

ス
一
ｍ
の
間
に
堆
積
し
た
砂
層
、
粘
質
土
層
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
遺
物
包
含

層
は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
堆
積
し
た
氾
濫
原
と
推
定
さ
れ
、
弥
生
土
器

二
片
が
当
遺
跡
の
上
流
約

一
・
五
臨
に
位
置
す
る
西
川
津
遺
跡
出
土
土
器
と
接

合
で
き
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
出
土
遺
物
の
大
半
は
上
流
か
ら
流
さ
れ
て
こ
こ

に
再
堆
積
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

一
九
八
八
年

。
一
九
九
〇
年

。
一
九
九

一
年
の
調
査
で
は
、
以
上
の
遺
物
包

含
層
を
削
り
込
ん
で
で
き
た
自
然
河
道
が
合
計
五
条
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

一
九
八
八
年
の
調
査
で
検
出
し
た
第

一
河
道
か
ら
巡
礼
札

・
板
塔
婆
が
出
上
し

一に
。第

一
河
道
か
ら
は
土
師
質
土
器

・
黒
色
土
器

・
備
前
陶
器

。
瓦
質
土
器

。
中

国
製
青
磁

・
李
朝
青
磁
な
ど
の
上
器

。
陶
磁
器
の
ほ
か
、
祥
符
通
宝

。
永
楽
通

宝

。
木
像

・
斎
串
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
年
代
的
に

巡
礼
札
に
記
さ
れ
た

「天
正
十
六
年
」
全

五
八
八
）
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な

い
。第

二
河
道
か
ら
は
人
形
代
が
四
点
出
上
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
点
に
墨

(松 江)



書
に
よ
っ
て
女
性
の
全
身
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
下
端
を
尖
ら
せ
た

形
で
、
長
さ
二
八

・
八
銅
、
厚
さ
○

・
五
釦
を
測
る
。
表
面
に
は
墨
線
画
に
よ

っ
て
、
深
衣
を
着
て
髪
を
肩
ま
で
垂
ら
し
た
女
性
が
、
胸
の
や
や
下
方
で
両
手

を
組
み
合
わ
せ
た
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
。
両
胸
に
は
計
三
個
の
孔
が
あ
り
、

木
釘
が
打
た
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
河
道
か
ら
は
他
に
舟
形
木
製
品

な
ど
の
信
仰
に
関
係
す
る
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。
須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
の

年
代
か
ら
、
こ
れ
ら
は
お
お
む
ね

一
〇
世
紀
か
ら

一
一
世
紀
頃
に
か
け
て
の
遺

物
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
遺
物
か
ら
、　
平
安
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、　
旧
朝
酌
川
の

水
辺
で
水
に
関
係
し
た
祭
祀
な
い
し
は
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ヱや
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

1993年出上の木簡

第

一
河
道
か
ら
出
上
し
た
巡
礼
札
ω
は
、
上
端
部
を
山
形
に
加
工
し
、
上
部

に
径
三
ｎｎ
の
方
形
の
孔
を
穿
つ
。
板
塔
婆
②
は
、
平
面
形
は
五
輪
を
表
わ
し
、

表
面
に
梵
字
六
文
字
、
漢
字
七
文
字
を
記
す
。

「
〇
一一一十
一一一葬

年
朧
」

「
ｏ
父
母
六
親
善
提
也

」

買
梵
字
）
若
有
見
問
老
□
発

∞
Φ
×

〕
∞
×

中

　

ｏ
μ
出

（
∞
『
μ
）
×

∞
∞
×

Φ
　

ｏ
⇔
μ

９
　
関
係
文
献

島
根
県
教
育
委
員
会

掘
調
査
報
告
書
』
Ⅲ

（
『
朝
酌
川
河
川
改
修
工
事
に
伴
う
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡
発

一
九
九
〇
年
）

（柳
浦
俊
一
）

女性の全身像を描く人形代




